
中国の文化Ⅸ 第７回

魏晋南北朝時代(上)

南北分裂の時代の中で
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殷 BC1600頃-BC1046

周 BC1046-BC771

春秋戦国時代 BC770-BC221

秦 BC221-BC207

漢 BC206-AD220

魏 220-265 蜀 221-263 呉 222-280
晋 265-316

五胡十六国時代 東晋 317-420

北朝 439-589 南朝 420-589

隋 581-619

唐 618-907

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279

元 1271-1368

明 1368-1644

清 1616-1912

中華民国 1912-1949

中華人民共和国 1949-

右
の
年
表
の
中
で
、
緑
色
に
塗
ら
れ
て

い
る
王
朝
に
は
あ
る
共
通
点
が
あ
る
。
そ

の
共
通
点
と
は
何
か
？？
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殷 BC1600頃-BC1046

周 BC1046-BC771

春秋戦国時代 BC770-BC221

秦 BC221-BC207

漢 BC206-AD220

魏 220-265 蜀 221-263 呉 222-280
晋 265-316

五胡十六国時代 東晋 317-420

北朝 439-589 南朝 420-589

隋 581-619

唐 618-907

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279

元 1271-1368

明 1368-1644

清 1616-1912

中華民国 1912-1949

中華人民共和国 1949-

民
族
間
の
抗
争
と
共
生
の
時
代
へ

魏
晋
南
北
朝
時
代
を
境
と
し
て
、
中
国

は
新
た
な
時
代
を
迎
え
る
。
漢
民
族
と
北

方
の
異
民
族
が
、
交
互
に
国
土
を
支
配
す

る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

儒
教
を
中
心
に
高
度
な
文
明
社
会
を
築

い
た
漢
民
族
と
、
そ
れ
に
対
抗
す
べ
く
世

界
中
か
ら
よ
り
優
れ
た
文
明
を
携
え
て
中

原
を
狙
う
異
民
族
た
ち
。

民
族
間
の
抗
争
と
共
生
の
中
で
多
様
な

文
化
が
生
ま
れ
、
中
国
は
さ
ら
に
そ
の
文

明
を
発
展
さ
せ
て
い
く
。



南
北
分
裂
の
時
代
へ

四
百
年
に
わ
た
っ
て
中
国
全
土
を
支
配

し
た
漢
王
朝
が
滅
亡
す
る
と
、
中
国
は
再

び
分
裂
の
時
代
を
迎
え
る
。
三
国
志
演
義

が
描
く
三
国
鼎
立
の
時
代
で
あ
る
。

魏
の
後
を
受
け
た
西
晋
に
よ
っ
て
一
時

統
一
が
実
現
し
た
も
の
の
、
王
朝
内
の
内

紛(

八
王
の
乱)

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
五
胡

と
呼
ば
れ
る
周
辺
の
遊
牧
民
族
が
蜂
起
し
、

中
華
文
明
の
中
心
で
あ
る
中
原
は
異
民
族

の
支
配
下
に
入
っ
た
。
北
朝
で
あ
る
。

中
原
を
逐
わ
れ
た
漢
民
族
の
支
配
層
は
、

長
江
を
渡
っ
て
江
南
に
逃
れ
、
そ
こ
に
漢

代
以
来
の
封
建
的
な
礼
教
思
想
に
基
づ
く

門
閥
貴
族
社
会
を
築
い
た
。
南
朝
で
あ
る
。

今
回
は
こ
の
二
つ
の
対
照
的
な
世
界
を

象
徴
す
る
二
首
の
叙
事
詩
を
紹
介
す
る
。



講義内容

第一節魏晋南北朝時代

――南北分裂の時代

第二節南朝の歌

――華山畿の世界

第三節北朝の歌

――木蘭詩の世界



第一節

魏晋南北朝時代

南北分裂の時代



ＮＨＫスペシャル「故宮」より
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殷 1600BC頃-1046BC

周 1046BC-771BC

春秋戦国時代 770BC-221BC

秦 221BC-207BC

漢 206BC-220AD

魏 220-265 蜀 221-263 呉 222-280
晋 265-316

五胡十六国時代 東晋 317-420

北朝 439-589 南朝 420-589

隋 581-619

唐 618-907

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279

元 1271-1368

明 1368-1644

清 1616-1912

中華民国 1912-1949

中華人民共和国 1949-

三
国
時
代
、
あ
る
周
辺
国
の
女
王
が
魏

に
使
節
を
派
遣
し
、
金
印
や
銅
鏡
を
授
与

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
女
王
と
は
誰
か
？

？



前漢
BC202～BC8

新 BC8～25AD

後漢
25～220

魏
220～265

蜀221～263 呉
229～280

洛陽

卑弥呼が魏に使節を派遣（238(9?) ）



楽浪郡 帯方郡

前漢
BC202～BC8

新 BC8～25AD

後漢
25～220

魏
220～265

蜀221～263 呉
229～280

(漢民族の勢力圏)

魏

呉蜀

公孫氏

魏が公孫氏政権を滅ぼす（238）



楽浪郡 帯方郡

前漢
BC202～BC8

新 BC8～25AD

後漢
25～220

魏
220～265

蜀221～263 呉
229～280

(漢民族の勢力圏)

魏

呉蜀

卑弥呼が魏に使節を派遣（238(9?) ）

洛陽



西晋

(漢民族の勢力圏)

前漢
BC202～BC8

新 BC8～25AD

後漢
25～220

魏
220～265

蜀221～263 呉
229～280

西晋 265～316

洛陽

八王の乱



西晋

(漢民族の勢力圏)

前漢
BC202～BC8

新 BC8～25AD

後漢
25～220

魏
220～265

蜀221～263 呉
229～280

西晋 265～316

洛陽

鮮卑

氐

羌
羯

匈奴



南朝

(漢民族の勢力圏)

北朝

(異民族の勢力圏)
五胡十六国

316～439

東晋
318～420

宋 420～479
北魏

439～534 斉 479～502

梁 502～557西魏

北周

東魏

北斉

陳 557～589

隋 589～618

唐 618～907

前漢
BC202～BC8

新 BC8～25AD

後漢
25～220

魏
220～265

蜀221～263 呉
229～280

西晋 265～316
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春秋戦国時代 BC770-BC221

秦 BC221-BC207

漢 BC206-AD220

魏 220-265 蜀 221-263 呉 222-280
晋 265-316

五胡十六国時代 東晋 317-420

北朝 439-589 南朝 420-589

隋 581-619

唐 618-907

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279

元 1271-1368

明 1368-1644

清 1616-1912

中華民国 1912-1949

中華人民共和国 1949-

民
族
間
の
抗
争
と
共
生
の
時
代
へ

魏
晋
南
北
朝
時
代
を
境
と
し
て
、
中
国

は
新
た
な
時
代
を
迎
え
る
。
漢
民
族
と
北

方
の
異
民
族
が
、
交
互
に
国
土
を
支
配
す

る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

儒
教
を
中
心
に
高
度
な
文
明
社
会
を
築

い
た
漢
民
族
と
、
そ
れ
に
対
抗
す
べ
く
世

界
中
か
ら
よ
り
優
れ
た
文
明
を
携
え
て
中

原
を
狙
う
異
民
族
た
ち
。

民
族
間
の
抗
争
と
共
生
の
中
で
多
様
な

文
化
が
生
ま
れ
、
中
国
は
さ
ら
に
そ
の
文

明
を
発
展
さ
せ
て
い
く
。



第二節

南の歌

南朝の叙事詩・華山畿



五胡十六国
316～439

東晋
318～420

宋 420～479
北魏

439～534 斉 479～502

梁 502～557西魏

北周

東魏

北斉

陳 557～589

隋 589～618

唐 618～907

前漢
BC202～BC8

新 8BC～25AD

後漢
25～220

魏
220～265

蜀 221～

263 呉
229～280

西晋 265～316

三
国
時
代
か
ら
隋
に
よ
る
再
統
一
ま
で

を
魏
晋
南
北
朝
時
代
、
別
名
六
朝
時
代
と

も
呼
ぶ
が
、
こ
の
「
六
朝
」
と
は
ど
の
六

つ
の
王
朝
を
さ
す
の
か
？？



五胡十六国
316～439

東晋
318～420

宋 420～479
北魏

439～534 斉 479～502

梁 502～557西魏

北周

東魏

北斉

陳 557～589

隋 589～618

唐 618～907

前漢
BC202～BC8

新 BC8～AD25

後漢
25～220

魏
220～265

蜀221～263 呉
229～280

西晋 265～316

長安



五胡十六国
316～439

東晋
318～420

宋 420～479
北魏

439～534 斉 479～502

梁 502～557西魏

北周

東魏

北斉

陳 557～589

隋 589～618

唐 618～907

前漢
BC202～BC8

新 BC8～25AD

後漢
25～220

魏
220～265

蜀221～263 呉
229～280

西晋 265～316

洛陽



南朝

(漢民族の勢力圏)

北朝

(異民族の勢力圏)

前漢
BC202～BC8

新 BC8～25AD

後漢
25～220

魏
220～265

蜀221～263 呉
229～280

西晋 265～316

五胡十六国
316～439

東晋
318～420

宋 420～479
北魏

439～534 斉 479～502

梁 502～557西魏

北周

東魏

北斉

陳 557～589

隋 589～618

唐 618～907

南京



資料映像：ＮＨＫスペシャル「故宮 第４集」より



孟子（京都大学附属図書館所蔵）

礼
教
思
想
が
生
ん
だ
悲
劇

儒
教
を
国
教
化
す
る
こ
と
で
、
四
百
年

に
及
ぶ
秩
序
と
安
定
を
築
い
た
漢
だ
っ
た

が
、
権
威
化
さ
れ
た
儒
教
は
、
や
が
て

人
々
の
心
を
縛
る
礼
教
思
想
へ
と
変
質
し

て
い
く
。

後
漢
の
末
に
誕
生
し
た
長
編
叙
事
詩

「
焦
仲
卿
の
妻
の
為
に
作
る
」(

一
名
「
孔

雀
東
南
飛
」
）
に
続
き
、
漢
民
族
の
亡
命

先
と
な
っ
た
南
朝
で
も
、
礼
教
思
想
の
下
、

純
粋
な
愛
情
を
貫
こ
う
と
し
た
若
者
た
ち

の
悲
劇
を
描
い
た
文
学
作
品
が
誕
生
す
る
。

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/t053/image/1/t053s0033.html


儒
教
の
封
建
的
婚
姻
観

父
母
の
命
、
媒
妁
の
言
①

を
待
た
ず
、
穴

隙(

あ
な)

を
鑚(

う
が)
ち
て
相
窺(

う
か
が)

い
、
墻(

か
き)

踰(

こ)

え
て
相
従
わ
ば
、
則

ち
父
母
、
国
人
、
皆
之
を
賤(
い
や)

し
ま
ん
。

孟
子
巻
第
六
滕
文
公
篇
下

【
注
釈
】

①
父
母
の
命
、
媒
妁
の
言
：
結
婚
は
父
母
の
命
と

媒
酌
人
の
言
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
意
。
孟
子
の
こ
の
言
葉
は
、
儒
教
の
封
建
的

な
婚
姻
観
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
。

孟子（京都大学附属図書館所蔵）

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/t053/image/1/t053s0033.html


五胡十六国
316～439

東晋
318～420

宋 420～479
北魏

439～534 斉 479～502

梁 502～557西魏

北周

東魏

北斉

陳 557～589

隋 589～618

唐 618～907

前漢
BC202～BC8

新 BC8～25AD

後漢
25～220

魏
220～265

蜀221～263 呉
229～280

西晋 265～316

漢の武帝、儒教を国教化(136BC)

儒教の弊害が社会問題化

焦仲卿とその妻の心中事件が起こる

梁山伯と祝英台の心中事件が起こる



（
唐
）
張
読
『
宣
室
志
』
が
伝
え
る
梁
山

泊
と
祝
英
台
の
伝
説
。

(

清)

梁
章
鉅
『
浪
跡
續
談
』
巻
六(

北
京
大
学
図
書
館
蔵)

梁
山
泊
と
祝
英
台



梁山伯と祝英台

祝英台は上虞の祝氏の娘である。男装して（都会の学校に）遊学し、

そこで会稽の梁山伯といっしょに勉強した。
（唐）張読 宣室志（（清）梁章鉅 浪跡續談巻六所引）



上虞(浙江省上虞市)



祝英台は先に帰郷し、二年後、山伯は英台の家を訪ね、はじめて彼女

が女の子だと知った。山伯は父母に頼んで英台に結婚を申し入れたが、

英台はすでに馬氏と婚約していた。山伯はのちに鄞県の知事となったが、

病に倒れ、鄮城の西に葬られた。
梁山伯と祝英台（唐）張読 宣室志（（清）梁章鉅 浪跡續談巻六所引）



馬氏に嫁いでいく途中、舟が墓場の近くを通ると、風と波が起こり前

に進むことができなくなった。たずねてみると、そこには山伯の墓があ

るという。英台は舟を降りて泣いた。すると突然、大地が割れ、英台は

その中に埋まってしまった。
梁山伯と祝英台（唐）張読 宣室志（（清）梁章鉅 浪跡續談巻六所引）



東晋の丞相・謝安は皇帝に上奏して、この墓を義婦塚と名づけた。

梁山伯と祝英台（唐）張読 宣室志（（清）梁章鉅 浪跡續談巻六所引）



映画「梁祝」(1994年、音楽はバイオリン協奏曲「梁祝」より)



五胡十六国
316～439

東晋
318～420

宋 420～479
北魏

439～534 斉 479～502

梁 502～557西魏

北周

東魏

北斉

陳 557～589

隋 589～618

唐 618～907

前漢
BC202～BC8

新 BC8～25AD

後漢
25～220

魏
220～265

蜀221～263 呉
229～280

西晋 265～316

漢の武帝、儒教を国教化(136BC)

儒教の弊害が社会問題化

焦仲卿とその妻の心中事件が起こる

梁山伯と祝英台の心中事件が起こる

華山畿の事件が起こる



南
朝
の
悲
恋
歌
＝
華
山
畿

(

宋)

郭
茂
倩
『
楽
府
詩
集
』
巻
四
十
六
所
収

【
解
説
】

楽
府
詩
集
巻
四
十
六
所
収
の
古
今
楽
録

に
よ
れ
ば
、
華
山
畿
は
南
朝
宋
の
少
帝

（
在
位
四
二
三
～
四
三
四
）
の
時
代
に
起

こ
っ
た
心
中
事
件
を
歌
っ
た
も
の
と
い
う
。

異
民
族
の
侵
入
に
よ
り
中
原
を
逐
わ
れ

た
漢
民
族
は
江
南
の
地
に
亡
命
政
権
を
建

て
た
が
、
そ
の
社
会
は
礼
教
思
想
に
基
づ

く
封
建
的
な
門
閥
貴
族
社
会
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
南
朝
で
は
後
漢
末
の
「
焦
仲
卿

の
妻
」
に
似
た
悲
劇
が
繰
り
返
さ
れ
た
。



南
朝
の
悲
恋
歌
＝
華
山
畿

古
今
楽
録
に
曰
く
、
華
山
畿
は
宋
の
少

帝
①

の
時
の
懊
悩
曲
の
一
つ
で
あ
り
、
変
曲

で
も
あ
る
。

華
山
畿
（
楽
府
詩
集
②
巻
四
十
六
所
収
）

【
注
釈
】

①
宋
の
少
帝
：
南
朝
宋
の
第
二
代
皇
帝
・
劉
義
符

（
在
位
四
二
二
～
四
二
四
）

②
楽
府
詩
集
：
北
宋
の
郭
茂
倩(

か
く
も
せ
ん)

が
、

先
秦
・
漢
か
ら
唐
・
五
代
ま
で
の
楽
府(

歌
謡)

作

品
を
集
め
た
書
物
。
全
一
〇
〇
巻
。



南
朝
の
悲
恋
歌
＝
華
山
畿

少
帝
の
時
、
南
徐
①

の
一
人
の
若
者
が
華

山
畿
②

を
通
り
、
雲
陽
③

に
向
か
っ
た
。
途

中
、
旅
館
で
十
八
、
九
に
な
る
娘
に
出

会
っ
た
。
若
者
は
娘
に
心
惹
か
れ
た
が
、

一
緒
に
な
れ
な
い
と
知
っ
て
病
に
か
か
っ

て
し
ま
っ
た
。

華
山
畿
（
楽
府
詩
集
巻
四
十
六
所
収
）

【
注
釈
】

①
南
徐
：
現
在
の
江
蘇
省
鎮
江
市

②
華
山
畿
：

鎮
江
市
姚
橋
鎮
華
山
村
か
？

③
雲
陽
：
現
在

の
江
蘇
省
丹
陽
市



南徐(現在の江蘇省鎮江市)



南
朝
の
悲
恋
歌
＝
華
山
畿

母
親
が
わ
け
を
尋
ね
る
と
、
若
者
は
詳

し
く
事
情
を
話
し
た
。
母
親
は
華
山
に
行

き
、
娘
を
訪
ね
た
。
そ
の
話
に
心
打
た
れ

た
娘
は
前
掛
け
を
取
る
と
、
こ
う
い
っ
た
。

「
こ
れ
を
秘
か
に
筵
の
下
に
敷
い
て
寝
か

せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
病

は
き
っ
と
よ
く
な
る
は
ず
で
す
。
」

華
山
畿
（
楽
府
詩
集
巻
四
十
六
所
収
）



南
朝
の
悲
恋
歌
＝
華
山
畿

娘
の
い
う
と
お
り
若
者
は
ま
も
な
く
元

気
を
回
復
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ふ
と
筵
を

上
げ
て
み
る
と
、
下
に
前
掛
け
が
敷
か
れ

て
い
る
。
そ
れ
を
見
た
若
者
は
、
前
掛
け

を
抱
き
な
が
ら
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

華
山
畿
（
楽
府
詩
集
巻
四
十
六
所
収
）



南
朝
の
悲
恋
歌
＝
華
山
畿

臨
終
の
床
で
、
若
者
は
母
親
に
い
っ
た
。

「
葬
儀
の
時
、
（
私
の
棺
を
）
車
に
載
せ

て
華
山
を
通
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

母
親
は
若
者
の
願
い
ど
お
り
に
し
た
。

華
山
畿
（
楽
府
詩
集
巻
四
十
六
所
収
）



南
朝
の
悲
恋
歌
＝
華
山
畿

娘
の
家
の
門
ま
で
来
る
と
牛
が
立
ち
止

ま
り
、
い
く
ら
叩
い
て
も
動
か
な
い
。
す

る
と
娘
は
「
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ

い
」
と
い
っ
て
、
沐
浴
し
て
身
づ
く
ろ
い

を
し
、
出
て
き
て
こ
う
歌
っ
た
。

華
山
畿
（
楽
府
詩
集
巻
四
十
六
所
収
）



南
朝
の
悲
恋
歌
＝
華
山
畿

「
華
山
畿
よ

あ
の
人
が
死
ん
だ
の
は
私
の
た
め

ど
う
し
て
私
だ
け
が

生
き
ら
れ
ま
し
ょ
う

二
人
を
哀
れ
に
思
う
な
ら

棺
の
蓋
よ

開
い
て
お
く
れ
」

華
山
畿
（
楽
府
詩
集
巻
四
十
六
所
収
）



南
朝
の
悲
恋
歌
＝
華
山
畿

す
る
と
そ
の
歌
声
に
応
え
る
か
の
よ
う

に
棺
の
蓋
が
開
き
、
娘
は
棺
の
中
に
飛
び

込
ん
だ
。
家
の
人
が
い
く
ら
開
け
よ
う
と

し
て
も
棺
は
開
か
ず
、
や
む
を
え
ず
二
人

を
合
葬
す
る
こ
と
に
し
た
。

人
々
は
そ
の
墓
を
「
神
女
塚
」
と
呼
ん

だ
。

華
山
畿
（
楽
府
詩
集
巻
四
十
六
所
収
）



江苏省人民政府文件
苏政发〔2007〕28号

省政府关于公布第一批省级非物质文化遗产名录的通知

各市、县人民政府，省各委、办、厅、局，省各直属单位：

省政府批准省文化厅确定的第一批省级非物质文化遗产名录（共计123项），现予公布。

非物质文化遗产是文化遗产的重要组成部分，蕴含着中华民族特有的精神价值、思维方式、想象力和文化意识，体现着中华民族的生命力和创造

力。保护和利用好非物质文化遗产，对于继承和发扬民族优秀文化传统、增强民族自信心和凝聚力、促进社会主义精神文明建设，具有十分重要的意

义。

江苏历史悠久，拥有丰富的非物质文化遗产。各地区、各部门要认真贯彻“保护为主、抢救第一、合理利用、传承发展”的工作方针，切实做好

非物质文化遗产的保护、管理和合理利用工作，为建设文化江苏、构建和谐社会作出积极贡献。

二○○七年三月二十四日

第一批江苏省非物质文化遗产名录（共计123项）

一、民间文学（共计7项）

序号 编号 项目名称 申报地区或单位

1 JSⅠ-1 白蛇传传说 镇江市

2 JSⅠ-2 梁祝传说 宜兴市

3 JSⅠ-3 董永传说 东台市，镇江市丹徒区、丹阳市，金坛市

4 JSⅠ-4 《华山畿》和华山畿传说 镇江市新区

5 JSⅠ-5 韩信传说 淮安市淮阴区

6 JSⅠ-6 吴歌 苏州市，无锡市锡山区、惠山区

7 JSⅠ-7 靖江讲经宝卷 靖江市

（下略）



第三節

北の歌

北朝の長編叙事詩・木蘭詩



資料映像：ＮＨＫスペシャル「故宮」より



五胡十六国
316～439

東晋
318～420

宋 420～479
北魏

439～534 斉 479～502

梁 502～557西魏

北周

東魏

北斉

陳 557～589

隋 589～618

唐 618～907

前漢
BC202～BC8

新 BC8～25AD

後漢
25～220

魏
220～265

蜀221～263 呉
229～280

西晋 265～316

南
方
の
礼
教
世
界
で
、
男
女
の
心
中
物

語
が
人
々
の
涙
を
さ
そ
っ
て
い
た
こ
ろ
、

北
方
で
は
遊
牧
民
た
ち
の
素
朴
で
自
由
な

歌
声
が
響
い
て
い
た
。



五胡十六国
316～439

東晋
318～420

宋 420～479
北魏

439～534 斉 479～502

梁 502～557西魏

北周

東魏

北斉

陳 557～589

隋 589～618

唐 618～907

前漢
BC202～BC8

新 BC8～25AD

後漢
25～220

魏
220～265

蜀221～263 呉
229～280

西晋 265～316

鮮卑語の民謡・勅勒歌



勅
勒
歌

楽
府
詩
集
卷
第
八
十
六

勅
勒
川

勅
勒
の
川
は

陰
山
下

陰
山
の
ふ
も
と

天
似
穹
廬

天
は
穹
廬
に
似
て

籠
罩
四
野

四
野
を
籠
罩
す

天
蒼
蒼

天
は
蒼
蒼
た
り

野
茫
茫

野
は
茫
茫
た
り

風
吹
草
低

風
吹
き
草
低
れ
て

見
牛
羊

牛
羊
を
見
る



北
方
騎
馬
民
族
の
歌
＝
勅
勒
歌

樂
府
詩
集
卷
第
八
十
六
所
収

【
解
説
】

北
魏
が
北
斉
と
北
周
に
分
裂
し
た
後
、

北
斉
の
神
武
帝(

高
歓

四
九
六
～
五
四
七)

と
北
周
の
宇
文
泰(

五
〇
五
？
～
五
五
六)

の

間
で
華
北
再
統
一
の
た
め
の
戦
い
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。
熾
烈
な
戦
い
の
中
、
神
武

帝
が
兵
士
を
鼓
舞
す
る
た
め
に
勅
勒
族
の

武
将
・
斛
律
金
に
歌
わ
せ
た
の
が
鮮
卑
語

の
民
謡
・
勅
勒
歌
で
あ
る
。



北
方
民
族
の
民
族
歌
謡
＝
勅
勒
歌

楽
府
広
題
に
い
う
。
北
斉
の
神
武
帝(
高

歓)

が
北
周
の
玉
壁
を
攻
撃
し
た
時
、
兵
士

の
死
者
は
十
人
中
四
、
五
人
に
及
ん
だ
。

神
武
帝
が
憤
り
の
あ
ま
り
病
に
か
か
る
と
、

北
周
の
王(

宇
文
泰)

は
令
を
下
し
て
い
っ
た
。

「
高
歓
の
輩
は
、
み
ず
か
ら
軍
を
率
い
て

わ
が
玉
壁
を
侵
し
た
が
、
弓
矢
の
攻
撃
を

受
け
て
悪
者
は
戦
死
し
た
ぞ
」

勅
勒
歌

樂
府
詩
集
卷
第
八
十
六
所
収



玉壁城

南朝

北周

北斉



北
方
民
族
の
民
族
歌
謡
＝
勅
勒
歌

神
武
帝
は
そ
れ
を
聞
く
と
、
病
床
か
ら

起
き
上
が
り
、
兵
士
た
ち
を
安
心
さ
せ
よ

う
と
、
貴
顕
の
者
た
ち
を
率
い
、
斛
律
金

に
敕
勒
①

の
歌
を
唱
わ
せ
、
帝
自
身
も
そ
の

合
唱
に
加
わ
っ
た
。

勅
勒
歌

樂
府
詩
集
卷
第
八
十
六
所
収

【
解
説
】

①
敕
勒
は
蒙
古
高
原
か
ら
天
山
山
脈
の
北
に
広
く

分
布
し
て
い
た
遊
牧
民
族
の
名
。
斛
律
金
（
こ

く
り
つ
き
ん
）
も
敕
勒
族
の
出
身
で
あ
っ
た
。



陰山山脈

南朝

北周

北斉



勅
勒
歌

楽
府
詩
集
卷
第
八
十
六

勅
勒
川

勅
勒
の
川
は

陰
山
下

陰
山
の
ふ
も
と

天
似
穹
廬

天
は
穹
廬
に
似
て

籠
罩
四
野

四
野
を
籠
罩
す

天
蒼
蒼

天
は
蒼
蒼
た
り

野
茫
茫

野
は
茫
茫
た
り

風
吹
草
低

風
吹
き
草
低
れ
て

見
牛
羊

牛
羊
を
見
る

な
ぜ
文
字
数
が
ふ
ぞ
ろ
い
な
の
か
？

？



北
方
民
族
の
民
族
歌
謡
＝
勅
勒
歌

こ
の
歌
は
も
と
も
と
鮮
卑
語
①

で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
を
北
斉
の
言
葉(

中
国
語)

に
翻
訳

し
た
た
め
、
長
短
不
揃
い
の
歌
詞
と
な
っ

た
。

勅
勒
歌

樂
府
詩
集
卷
第
八
十
六
所
収

【
解
説
】

①
鮮
卑
語
：
鮮
卑
族
の
言
語
。
鮮
卑
族
は
古
代
中

国
の
東
北
部
で
遊
牧
生
活
を
営
ん
で
い
た
モ
ン

ゴ
ル
系
の
騎
馬
民
族
。
南
北
朝
時
代
に
華
北
を

統
一
し
た
北
魏
を
は
じ
め
、
隋
、
唐
王
朝
な
ど

も
鮮
卑
族
を
中
心
に
築
か
れ
た
。



五胡十六国
316～439

東晋
318～420

宋 420～479
北魏

439～534 斉 479～502

梁 502～557西魏

北周

東魏

北斉

陳 557～589

隋 589～618

唐 618～907

前漢
BC202～BC8

新 BC8～25AD

後漢
25～220

魏
220～265

蜀221～263 呉
229～280

西晋 265～316

鮮卑語の民謡・勅勒歌

鮮卑語の民謡・木蘭詩



資料映像：ディズニー映画「ムーラン」より



北
方
民
族
の
女
性
英
雄
叙
事
詩
＝
木
蘭
詩

樂
府
詩
集
卷
二
十
五
所
収

【
解
説
】

南
朝
の
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」
と
同
じ

く
、
北
朝
に
も
男
装
し
た
少
女
を
主
人
公

と
し
た
叙
事
詩
が
あ
る
。
鮮
卑
族
が
建
て

た
北
魏
時
代
の
民
謡
・
木
蘭
詩
で
あ
る
。

南
朝
の
礼
教
世
界
と
は
対
照
的
に
、
女

性
の
社
会
的
地
位
が
高
か
っ
た
北
朝
で
は
、

父
に
代
わ
っ
て
戦
場
に
行
っ
た
少
女
の
活

躍
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
、
後
世
の
俗
文

学
の
女
性
像
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

劉凌滄「木蘭従軍」図



北
方
民
族
の
女
性
英
雄
叙
事
詩
＝
木
蘭
詩

ギ
イ
ギ
イ
ギ
イ
、
木
蘭
が
戸
口
で
機
を

織
る
。
機
の
音
が
消
え
、
た
め
息
だ
け
が

聞
こ
え
る
。
木
蘭
、
い
っ
た
い
誰
の
こ
と

を
思
い
、
悩
ん
で
い
る
の
。

木
蘭
詩
（
楽
府
詩
集
卷
二
十
五
所
収
）



北
方
民
族
の
女
性
英
雄
叙
事
詩
＝
木
蘭
詩

「
私
は
誰
か
の
こ
と
を
思
っ
て
悩
ん
で
い

る
の
で
は
な
い
の
。
昨
夜
見
た
徴
兵
の
名

簿
。
可
汗
①

は
兵
を
大
動
員
し
、
軍
令
は
あ

わ
せ
て
十
二
巻
。
ど
の
巻
に
も
父
さ
ん
の

名
が
。
」

木
蘭
詩
（
楽
府
詩
集
卷
二
十
五
所
収
）

【
解
説
】

①
可
汗
：
モ
ン
ゴ
ル
系
の
遊
牧
民
族
の
称
号
カ
ガ
ンq

ag
h
an

を
漢
字
に
音
訳
し
た
も
の
。
族
長
ま
た
は
君
主
の
意
。



北
方
民
族
の
女
性
英
雄
叙
事
詩
＝
木
蘭
詩

「
父
さ
ん
に
は
大
き
な
男
の
子
は
な
く
、

私
に
は
兄
さ
ん
は
い
な
い
。
鞍
と
馬
を
買

い
、
父
さ
ん
の
代
わ
り
に
戦
場
に
行
こ
う
。

東
の
市
で
駿
馬
を
買
い
、
西
の
市
で
鞍
を

買
い
、
南
の
市
で
轡
を
買
い
、
北
の
市
で

鞭
を
買
お
う
。
」木

蘭
詩
（
楽
府
詩
集
卷
二
十
五
所
収
）

【
解
説
】

①
可
汗
：
モ
ン
ゴ
ル
系
の
遊
牧
民
族
の
称
号
カ
ガ
ンq

ag
h
an

を
漢
字
に
音
訳
し
た
も
の
。
族
長
ま
た
は
君
主
の
意
。



北
方
民
族
の
女
性
英
雄
叙
事
詩
＝
木
蘭
詩

「
朝
、
父
さ
ん
母
さ
ん
に
別
れ
を
告
げ
、

夕
暮
れ
、
黄
河
の
ほ
と
り
に
泊
ま
る
。
父

さ
ん
、
母
さ
ん
の
声
は
な
く
、
聞
こ
え
る

の
は
黄
河
の
波
音
ば
か
り
。
翌
朝
、
黄
河

を
離
れ
、
夕
暮
れ
、
黒
山
の
麓
に
つ
く
。

父
さ
ん
、
母
さ
ん
の
声
は
な
く
、
聞
こ
え

る
の
は
燕
山
の
遊
牧
民
の
馬
の
嘶
き
ば
か

り
。
」

木
蘭
詩
（
楽
府
詩
集
卷
二
十
五
所
収
）



北
方
民
族
の
女
性
英
雄
叙
事
詩
＝
木
蘭
詩

万
里
を
駆
け
巡
り
、
国
境
の
山
々
を
越

え
、
北
国
に
銅
鑼
の
音
が
響
き
、
冷
た
い

光
が
鉄
の
鎧
に
輝
く
。
い
く
た
び
も
の
戦

い
に
将
軍
は
倒
れ
、
十
年
後
、
兵
士
た
ち

は
帰
国
し
た
。
帰
国
し
た
兵
士
た
ち
を
天

子
様
が
明
堂
で
謁
見
す
る
。
多
く
の
叙
勲

を
賜
り
、
下
賜
さ
れ
た
品
は
幾
百
千
。

木
蘭
詩
（
楽
府
詩
集
卷
二
十
五
所
収
）



北
方
民
族
の
女
性
英
雄
叙
事
詩
＝
木
蘭
詩

可
汗
は
木
蘭
に
何
が
欲
し
い
と
尋
ね
た

が
、
木
蘭
は
尚
書
郎
の
位
を
辞
退
し
た
。

「
尚
書
郎
の
位
な
ど
い
り
ま
せ
ん
。
願
わ

く
は
一
日
も
早
く
、
私
を
故
郷
に
お
帰
し

く
だ
さ
い
。
」

木
蘭
詩
（
楽
府
詩
集
卷
二
十
五
所
収
）



北
方
民
族
の
女
性
英
雄
叙
事
詩
＝
木
蘭
詩

父
さ
ん
、
母
さ
ん
は
木
蘭
が
帰
る
と
聞

き
、
城
門
の
外
ま
で
お
出
迎
え
。
姉
さ
ん

は
妹
が
帰
る
と
聞
き
、
家
の
戸
口
で
紅
白

粉
を
塗
る
。
弟
は
姉
さ
ん
が
帰
る
と
聞
き
、

刀
を
研
い
で
豚
や
羊
を
追
い
か
け
る
。

木
蘭
詩
（
楽
府
詩
集
卷
二
十
五
所
収
）



北
方
民
族
の
女
性
英
雄
叙
事
詩
＝
木
蘭
詩

東
の
楼
門
を
開
け
、
西
の
部
屋
に
腰
掛

け
、
軍
服
を
脱
い
で
昔
の
衣
装
に
着
替
え

る
。
窓
際
で
髪
を
整
え
、
鏡
に
向
か
っ
て

黄
色
い
花
を
飾
る
。
門
を
出
て
戦
友
た
ち

会
え
ば
、
み
な
驚
い
て
い
う
。

「
十
二
年
も
一
緒
に
戦
っ
た
の
に
、
気
づ

か
な
か
っ
た
よ
。
き
み
が
女
の
子
だ
っ
た

な
ん
て
」

木
蘭
詩
（
楽
府
詩
集
卷
二
十
五
所
収
）



北
方
民
族
の
女
性
英
雄
叙
事
詩
＝
木
蘭
詩

【
解
説
】

北
方
民
族
の
自
由
で
平
等
な
女
性
の
活

躍
は
、
や
が
て
漢
族
の
俗
文
学
に
も
影
響

を
与
え
、
「
木
蘭
従
軍
」
「
楊
門
女
将
」

な
ど
数
々
の
女
性
英
雄
譚
を
生
み
出
し
て

い
っ
た
。

映画「花木蘭」（星光國際傳媒集團有限公司 2009年）



北
方
民
族
の
女
性
英
雄
叙
事
詩
＝
木
蘭
詩

東
の
楼
門
を
開
け
、
西
の
部
屋
に
腰
掛

け
、
軍
服
を
脱
い
で
昔
の
衣
装
に
着
替
え

る
。
窓
際
で
髪
を
整
え
、
鏡
に
向
か
っ
て

黄
色
い
花
を
飾
る
。
門
を
出
て
戦
友
た
ち

会
え
ば
、
み
な
驚
い
て
い
う
。

「
十
二
年
も
一
緒
に
戦
っ
た
の
に
、
気
づ

か
な
か
っ
た
よ
。
き
み
が
女
の
子
だ
っ
た

な
ん
て
」

木
蘭
詩
（
樂
府
詩
集
卷
二
十
五
所
収
）

斉煕耀「対鏡帖花黄」図



映画「花木蘭」（星光國際傳媒集團有限公司、2009年）より
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殷 BC1600頃-BC1046

周 BC1046-BC771

春秋戦国時代 BC770-BC221

秦 BC221-BC207

漢 BC206-AD220

魏 220-265 蜀 221-263 呉 222-280
晋 265-316

五胡十六国時代 東晋 317-420

北朝 439-589 南朝 420-589

隋 581-619

唐 618-907

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279

元 1271-1368

明 1368-1644

清 1616-1912

中華民国 1912-1949

中華人民共和国 1949-

民
族
間
の
抗
争
と
共
生
の
時
代
へ

魏
晋
南
北
朝
時
代
を
境
と
し
て
、
中
国

は
新
た
な
時
代
を
迎
え
る
。
漢
民
族
と
周

辺
の
異
民
族
が
交
互
に
国
土
を
支
配
す
る

よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

儒
教
を
中
心
に
高
度
な
文
明
社
会
を
築

い
た
漢
族
と
、
そ
れ
に
対
抗
す
べ
く
世
界

か
ら
よ
り
優
れ
た
文
明
を
携
え
て
中
原
を

狙
う
異
民
族
た
ち
。

民
族
間
の
抗
争
と
共
生
の
中
で
多
様
な

文
化
が
生
ま
れ
、
中
国
は
さ
ら
に
そ
の
文

明
を
発
展
さ
せ
て
い
く
。



ま
と
め

一
．
四
百
年
に
わ
た
っ
て
東
ア
ジ
ア
を
支
配

し
た
漢
王
朝
が
滅
亡
す
る
と
、
中
国
は
再

び
分
裂
の
時
代
を
迎
え
た
。

二
．
三
国
鼎
立
の
後
、
西
晋
が
一
時
天
下
を

統
一
し
た
が
、
や
が
て
周
辺
の
諸
民
族
が

蜂
起
す
る
と
、
西
晋
の
皇
族
や
貴
族
た
ち

は
中
原
を
追
わ
れ
、
長
江
の
南
岸
に
あ
る

南
京
に
都
を
遷
し
た
。

三
．
漢
代
以
来
の
礼
教
世
界
を
受
け
継
ぐ
南

朝
で
は
、
男
女
の
自
由
な
恋
愛
が
否
定
さ

れ
た
結
果
、
日
本
の
「
心
中
物
」
に
似
た

「
華
山
畿
」
な
ど
の
悲
恋
詩
が
誕
生
し
た
。

四
．
遊
牧
民
が
支
配
し
た
北
朝
で
は
、
鮮
卑

語
の
民
謡
「
勅
勒
歌
」
や
、
男
装
し
て
戦

場
に
赴
い
た
少
女
の
活
躍
を
描
い
た
「
木

蘭
詩
」
な
ど
、
漢
民
族
の
礼
教
思
想
に
拘

束
さ
れ
な
い
、
自
由
な
詩
が
誕
生
し
た
。
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